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要約

本稿では、高齢者単身・夫婦世帯に関する老親扶養をとりあげ、彼ら

がどのような情緒的サポート・経済的サポート・身辺看護・身辺介護と

援助源を必要としているのかを、日本家族社会学会が実施した全国家族

調査のうち53歳"'-'77歳を対象に、それらの結果に基づいた分析・考察す

るとともに、今後の研究課題を提示することを目的とする。

これらの結果から、高齢者単身・夫婦世帯に関する老親扶養の特徴を

まとめてみると、高齢者単身世帯の場合は「子ども・その配偶者j 、高

齢者夫婦世帯の場合は「配偶者Jを第 1に援助源として選択している。
今後は、それぞれの高齢者の老親扶養の実態を明らかにするとともに、

住環境整備や公的な年金、介護保険、社会的なサポートシステム化など

を身近な地域社会を拠点とした地域活動から総合的に検討して行く必要

があろう。

キーワード:単身高齢者・高齢者夫婦、老親扶養、高齢者福祉

はじめに

わが国の65歳以上の老年人口割合は、 16.7%(1999年10月1日現在)に達し、高齢化社

会から高齢社会へ突入している。特に、 75歳以上の後期高齢者の増加は顕著である。この

ような動向をスウェーデンやフランス等の福祉先進国と比較すると、日本の高齢化のスピ

ードは非常に速く、なおかつ老年人口割合が将来世界の中でも最も高い水準に到達すると

予測されている(1)。

さらに、今後のわが国の世帯構成の変化を、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の

世帯数の将来推計J (平成10年10月推計)でみると、比較的若い年齢層における単独世帯

の増加と高齢者夫婦世帯(空の巣家族=empty nest)並びに単独世帯(特に高齢女性)の

増加によって、世帯規模が非常に小さくなっていることが窺える (2)。このような人口学的

な動向は、現代家族における子どもと別居しながら夫婦だけで生活する高齢者夫婦世帯や、

未婚または配偶者の離死別により単身生活を送る高齢者単身世帯の高齢者問題を浮き彫り

にしているとともに、こうした高齢者世帯に注目した研究の必要性も示唆している。
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1 .先行研究の位置づけと高齢者単身・夫婦世帯の動向

(1)老親扶養に関する研究と位置づけ

現代家族における高齢者問題は、老親扶養や高齢期における夫婦・親子関係のあり方な

どに議論が集中している (3)。それは、老親が価値観や生活スタイルの異なる子どもや孫等

と一緒に生活する高齢者同居世帯、子どもと別居しながら夫婦だけで生活する高齢者夫婦

世帯(空の巣家族=empty nest)や、さらに夫との死別や離別から多くの経済的、身体的、

情緒的援助を必要としている単身高齢女性等、様々な形態が存在しているからである。

このような状況を踏まえて、老親扶養に関する研究をみると、同居を中心とした老親扶

養の研究(小山， 1977年)、老親扶養をめぐる家族病理学的な研究(那須， 1970年・ 1972

年)、高齢者の欲求構造と扶養との関係を図式化した研究(森岡， 1997年)などの代表的

な研究がある。例えば、森岡によれば、高齢者の「経済欲求は同居子の家計のなかで満た

され、身体欲求は同居子孫の介護によって対処され、関係欲求は同居子孫との日常的接触

のなかで充足された。価値欲求も、家業あるいは家事の責任ある地位から引退したにせよ、

なおそれらの補助的もしくは後見的役割を担当することにより、満たされた。 Jとしてい

る。また、 「敗戦による伝統的価値の解体と戦後の制度変革は、老親扶養の社会規範を著

しく弱め、経済成長に伴う労働力移動は、親の扶養に責任があるはずの子の離家をも促し

た。加えて、大幅な寿命の伸びは長く生き残る高齢者をふやし、出生児数の格段の減少と

あいまって、高年人口比の急速な上昇をもたらした。かくて高齢社会が到来し、いまや老

親の扶養が大きな社会問題となっているJ(4)ととも指摘している。

(2)高齢者単身・夫婦世帯の動向と老親扶養

最近のわが国における高齢者福祉の動向をみると、介護保険制度の開始、年金制度の見

直しなどの社会保障制度の抜本的な改革が進められている山。その一方で、単独・夫婦の

みの形態をとりながら家族と距離を置いた生活を送っている単身高齢者や高齢者夫婦の経

済的自立の困難化、要介護化、孤独死などの問題も、今後解決しなければならない課題で

あると考えられる。

こうした状況のなかで、単身高齢者や高齢者夫婦にとって子ども、きょうだい、親戚、

友人・知人、近隣の人々などは、物質的・精神的な生活援助の資源である。また、彼らが

そうした日々の暮らしのなかで、どのような生活問題を抱えているかについて把握するこ

とは重要な研究課題である。しかしながら、特に単身高齢者や高齢者夫婦に関する老親扶

養の研究は、今日まで必ずしも十分に展開されてきたとはいえないように思われる。

そこで、本稿では、これまであまり注目されなかった高齢者単身・夫婦世帯に関する老
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親扶養をとりあげ、彼らがどのような情緒的・経済的・身体的な欲求を抱えて、その欲求

に対して、いかなる情緒的サポート・経済的サポート・身辺看護・身辺介護と援助源を必

要としているのかを、日本家族社会学会が実施した全国家族調査のうち53歳'""77歳を対象

に、それらの結果に基づいた分析・考察するとともに、今後の研究課題を提示することに

したい。

2. 研究の方法

本研究は、日本家族社会学会が実施した「全国家族調査J (1998年)に基づき、わが国

における高齢者単身・夫婦世帯の老親扶養の特徴と課題について分析を試みた。

また、本稿では、高齢者単身・夫婦世帯の老親扶養構造を明らかにするために、以下の

調査票問30rあなたは、次の(ア)'"" (エ)のような問題で援助や相談相手がほしいとき、

どのような人や機関を頼りにしますか。それぞれの場合について、あてはまるものにOを

つけてください。 (0はいくつでも)Jの質問肢と選択肢を用いることとする。

質問肢ア) r問題を抱えて、落ち込んだり、混乱したとき」

(イ) r急いでお金 (30万円程度)を借りなければならないとき」

(ウ) r病気や事故で、どうしても人手が必要なとき」

(エ) rあなたが寝たきりなどで、介護が必要とするようになったときJ

選択肢配偶者」、 「親・兄弟姉妹J、 「子ども・その配偶者J、 「その他の親族J、

「友人や職場の同僚J、 「近所(地域)の人J、 「専門家やサービス機関J、

「誰もいないj

さらに、以下の分析では、次のような指標に基づいて、 (ア)'"" (エ)のサポートが必

要になったとき、どのような援助源を選択するかを明らかにする。そして、中高年齢者と

高齢者のコーホートによる意識の相違を比較しながら、今後の高齢者単身・夫婦世帯に対

する老親扶養の特徴とその課題を明らかにする。

サポートア) r情緒的サポート」、 (イ) r経済的サポートj 、

(ウ) r身辺看護J、 (エ) r身辺介護J

コーホート:中高年齢者(r53'""57歳」、 r 58'""62歳J) 

高齢者(r 63歳'""67歳」、 r 68'""72歳J、 r73歳'""77歳J) 

世帯類型単身世帯」、 「夫婦世帯」
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3. 性別・コーホートにおける老親扶養構造の特徴

ここでは、まず性別による援助源の特徴を明らかにするために、 (ア)"--(エ)のよう

な問題が生じたとき、どのような援助源を選択するかについて、 x2検定を基に分析を試み

ることとする。また、性差に加えて、中高年齢者と高齢者のコーホートを比較しながら、

援助源の特徴を明らかにするとともに、それらの分析結果から、それぞれの考察を加えて

みることとする【表 1"--表 5参照】。

(1)情緒的サポートの援助源についての結果と考察

(ア) r問題を抱えて、落ち込んだり、混乱したときJ (以下、 「情緒的サポート」と

する)のそれぞれの援助源について全体的に概観すると、男性の場合「配偶者J (71. 7 

%)、 「子ども・その配偶者J (23.0%)、 「親・兄弟姉妹J (18.7%)、女性の場合

「配偶者J (55.3%)、 「子ども・その配偶者J (39.6%)、 「親・兄弟姉妹 (26.2

%)等の援助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示している【表 1参照]。

次に、 x2検定の結果から男女それぞれについてのコーホートとの関連性を検討すると、

男性の場合「親・兄弟姉妹J、 「子ども・その配偶者j 、 「友人や職場の同僚」の援助源

に、女性の場合「配偶者J、 「親・兄弟姉妹J、 「子ども・その配偶者J、 「その他の親

族J、 「友人や職場の同僚」、 「近所(地域)の人」、 「誰もいない」と多数の援助源に

有意差が認められた。

さらに、 0.1%水準を中心に分析を加えてみると、男性の情緒的サポートについては、

r53歳"--57歳J (5.9%)、 r58"--62歳J (4.3%)、 r63"--67歳J (3.7%)、 r68"--72

歳J (3.2%)、 r73"--77歳J (1. 5%) と高齢者コーホートになるほど「親・兄弟姉妹」

を選択する割合が低くなっている。また、高齢者コーホートの r68"--72歳J (6.9%)では、

「子ども・その配偶者J、中高年齢者コーホートの r53歳"--57歳J (5.0%)では、 「友人

や職場の同僚」を選択する割合がそれぞれ最も高くなっている。一方、女性の情緒的サポ

ートについて、コーホート別の分析を加えてみると、 r53歳"--57歳J (15.1%)、 r58"--

62歳J (13.4%)、 r63"--67歳J (12.2%)、 r68"--72歳J (9.2%)、 r73"--77歳J (5. 

5%) と高齢者コーホートになるほど「配偶者jを選択する割合が低くなっている。同様に、

r53"--57歳J (8.2%)、 r58"--62歳J (6.1%)、 r63歳"--67歳J (5.5%)、 r68'"'"'72

歳J (3.9%)、 r73"--77歳J (2.5%) と高齢者コーホートになるほど「親・兄弟姉妹」

を選択する割合が低くなっている。また、高齢者コーホートの r73"--77歳J (8.8%)では、

「子ども・その配偶者J、中高年齢者コーホートの r53歳"--57歳J (5.8%)では、 「友人

や職場の同僚Jを選択する割合がそれぞれ最も高くなっている。

これらの結果から、情緒的サポートの援助源の特徴をまとめてみると、 「配偶者」は男

性7割、女性6割、 「子ども・その配偶者Jは男性2割、女性4割といったように、男性
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の場合は、配偶者依存の傾向を示し、女性の場合は、子ども依存の傾向が読みとることが

できる{表5参照】。 x2検定の結果から性別・コーホートとの関連性の特徴をまとめてみ

ると、男性の情緒的サポートについては、中高年者コーホートから高齢者コーホートへ移

行するにつれて「親・兄弟姉妹j を選択する割合が低くなり、一方で「子ども・その配偶

者」を選択する割合が高くなっている。また、女性の場合は、中高年齢者コーホートから

高齢者コーホートへ移行するにつれて「配偶者」、 「親・兄弟姉妹」を選択する割合が低

くなり、一方で、「子ども・その配偶者」を選択する割合が高くなっている。

以上の結果から考察を加えてみると、男性の大半は、配偶者を情緒的サポートの援助源

と考えており、加齢に伴い子ども家族を情緒的サポートの援助源として位置付けるように

なる。一方、女性の場合は、加齢に伴い配偶者から子ども家族へ援助源が移行しているこ

とから、配偶者との死別をきっかけに情緒的サポートの援助源が子ども家族へ移行するこ

とが窺える。

(2)経済的サポートの援助源についての結果と考察

(イ) f急いでお金 (30万円程度)を借りなければならないときJ (以下、 「経済的サ

ポート」とする)のそれぞ、れの援助源について全体的に概観すると、男性の場合「配偶

者J (44.2%) 、 「子ども・その配偶者J (26.6%) 、 「親・兄弟姉妹J (22.3%) 、女

性の場合「配偶者J (42.1%)、 「子ども・その配偶者J (37.0%) 、 「親・兄弟姉妹J

(20.9%)等の援助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示している【表2参照]。

次に、 x2検定の結果から男女それぞれについてのコーホートとの関連性を検討すると、
男性の場合「配偶者J、 「親・兄弟姉妹」、 「子ども・その配偶者J、 「友人や職場の同

僚」、 「専門家やサービス機関」、 「誰もいなし、Jと多数の援助源に、女性の場合「配偶

者」、 「親・兄弟姉妹」、 「子ども・その配偶者」、 「専門家やサービス機関」の援助源

に有意差が認められた。

さらに、 0.1%水準を中心に分析を加えてみると、男性の経済的サポートについては、

f53歳'"'-'57識J (6.8%)、 f58'"'-'62歳J (5.9%) 、 f63'"'-'67歳J (4.3%) 、 f68'"'-'72

歳J (3.3%)、 f73'"'-'77歳J (2.0%) と高齢者コーホートになるほど「親・兄弟姉妹J

を選択する割合が低くなり、同様に f53'"'-' 57歳J (5.4%)、 f58'"'-'62歳J (4.2%)、

f63歳'"'-'67歳J (3.3%)、 f68'"'-'72歳J (3.2%) 、 f73'"'-'77歳J (1. 2%) と高齢者コー

ホートになるほど「専門家やサーピス機関Jを選択する割合が低くなっている。また、高

齢者コーホートの f63'"'-'67歳J (6. 1 %)、 f68歳'"'-'72歳J (8.4%)では、 「子ども・そ

の配偶者」を選択する割合が高い傾向を示している。一方、女性の経済的サポートでは、

「配偶者J、 「親・兄弟姉妹J、 「子ども・その配偶者」の援助源に有意差が認められた。

それぞれのコーホート別の分析を加えてみると、 「配偶者j の場合は、 f53歳'"'-'57歳」
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表1 情緒的サポート (ア}問題豊事盟主て稽ち込んだり‘混乱し丘k曹
富恒・・・ 島組・・・宮但・・・ 劃恒・・・司E恒・・・ *・. '恒・・・世恒・・・ ま健・・ 食...

li!411者 兄動親飾-鯨 その子配ども偶・者 そのの親他，. 友の人や同職僚舗 (地近輔所の人 ザ専ーピ門λ家信や関 韓もい世い

非選択|有選択 有i 非望板 l有還訴 非運択l有量択l非豊根l有遭根

男性 年齢 53-57歳度散 93 263 267 891 312 44 344 12 281 75 341 151 330 261 335 21 
(5鼠 年齢(1) 6.2覧 17.5" 17.8覧 5.9覧 20.8" 2.9覧 22.9" 0.8" 18.7% 5.0覧 22.7耳 1.0事 22.0" 1.7耳 22.3耳 1.4覧
剥h) 切-62歳度散 93 231 259 651 270 54 308 16 283 41 315 9 296 281 307 17 

年齢(国} 6.2事 15.4" 17.3覧 4.3覧 18.0覧 3.6耳 20.5" 1.1% 18.9" 2.7% 21.0" 0.6" 19.7覧 1.9耳 20.5" 1.1覧
63-67旗康融 86 234 264 561 246 741 311 91 307 131 315 5 303 17 298 22 

年齢(国) 5.7覧 15.6世 17.6覧 3.7耳 16.4覧 4.9" 20.7覧 0.6覧 20.5覧 0.9覧 21.0" 0.3覧 20.2" 1.1% 19.9耳 1.5覧
68-72. ..散 83 226 261 481 206 103 291 181 289 201 297 12 286 23 293 16 

年齢(国) 5.5耳 15.1覧 17.4" 3.2覧 13.7" 6.9耳 19.4" 1.2彊 19.3覧 1.3" 19.8" 0.8耳 19.1% 1.5覧 19.5覧 1.1覧

73-77旗年康齢数(1) 70 122 170 22 122 70 186 8 188 4 188 4 184 s 178 14 
4.7" 8.1耳 11.3" 1.5" 8.1" 4.7耳 12.4" 0.4事 12.5覧 0.3" 12.5" 0.3覧 12.3首 0.5覧 11.9嵩 0.9" 

合計
年度齢数{事}

425 1076 1221 280 1156 345 1440 61 1348 153 1456 45 1399 102 1411 90 
28.3" 71.7% 81.4" 18.7" 77目。耳 23.0" 95.9耳 4.1" 89.8覧 10.2耳 97.0首 3.0覧 93.2" 6.8耳 94.0耳 6.0誕

女性 年齢 53-57車庫徹 163 253 279 137 270 146 394 22 319 97 390 261 396 201 406 10 
(5. 年齢(‘) 9.7耳 15.1官 16.6耳 8.2覧 16.1覧 8.7覧 23.4" 1.3" 19.0" 5.8再 23.2耳 1.6冒 23.6耳 1.2% 24.2" 0.6" 
制み) 58-62旗康敵 126 225 248 103 236 115 329 22 300 51 335 161 338 13 341 10 

年齢(園) 7.5覧 13.4" 14.8胃 6.1覧 14.0耳 6.8覧 19.6耳 1.3" 17.9耳 3.0覧 19.9耳 1.0耳 20.1% 0.8耳 20.3" 0.6覧
63-67蔵庫融 135 205 247 931 229 111 334 61 315 251 331 91 329 11 332 s 

年齢(") 8.0" 12.2覧 14.7% 5.5嵩 13.6覧 6.6首 19.9" 0.4覧 18.7% 1.5耳 19.7耳 0.5" 19.6冒 0.7" 19.8" 0.5首
68-72.度数 167 154 255 66 176 145 311 101 296 25 315 61 310 11 302 19 

年齢(") 9.9耳 9.2" 15.2% 3.9百 10.5首 8.6" 18.5覧 0.6" 17.6耳 1.5耳 18.7覧 0.4耳 18.4冨 0.7" 18.0" 1.1覧

73-77怠年度目障数血I 160 93 211 42 105 148 239 14 237 16 238 15 244 自 246 7 
9.5耳 5.5" 12.6" 2.5覧 6.3冒 8.8" 14.2覧 0.8嵩 14.1" 1.0蝿 14.2覧 0.9" 14.5" 0.5耳 14.6覧 0.4覧

合計 ..散 751 930 1240 441 1016 665 1607 741 1467 214 1609 72 1617 641 1627 54 

一 年齢00 44.7耳 55.3覧 73.8覧 26.2耳 60.4国 39.6覧 95.6覧 4.4" 87.3覧 12.7耳 95.7覧 4.3覧 96.2" 3.8事 96.8覧 3.2" 
注)r盆検定結果→ 車 咽 <0.05、・ 1 目・p<O.Ol、・・ 1 ・・p<O.OOl

理12 経済的サポート (イ)急いで 、金(30万円程E白書借りなけれlまならrいと曹
間性・・ *笹・・・ 男性・・・車種・・・ '量・..*匪・・ s 調笹・・ '量・・・宜憧・・ n. 

配1111者 兄挽親姉-妹 そ子のど配も値・者 そのの親他族 友の人や同僚臓場 (地近舗所の人 ザ専ーヒ門.)1.家梅や関 種もい主、い
|事量択1'"量択 ド選択l有望書tlヨド蓋択|有量択 ~~量択 l有 望択 ド選択p胃景観|事課根 『喪根

男性 年齢 53-57歳度数 176 172 248 100 305 431 333 151 334 14 348 01 268 801 323 25 
(5怠 年齢(%) 11.9弛 11.6事 16.8也 6.8也 20.6覧 2.9% 22.5也 1.0覧 22.6¥ 1.0% 23.5% 0.0覧 18.1首 5.4首 21.8首 1.7首
~Jみ) 58-62由民度数 170 155 237 881 270 551 313 12 312 13 322 3 263 62 309 16 

年齢(%) 11.5% 10.5首 16.0% 5.9覧 18.2首 3.7首 21.1弛 0.8覧 21.1事 0.9官 21.7覧 0.2也 17.8首 4.2首 20.9弛 1.1首
63-67旗康敷 182 133 251 641 224 91 302 131 313 2 315 01 266 491 283 32 

年齢(覧) 12.3首 9.0¥ 17.0首 4.3首 15.1拡 6.1覧 20.4首 0.9首 21.1唱 0.1首 21.3首 0.0弛 18.0覧 3.3首 19.1拡 2.2首
68-72.度敏 173 134 258 491 182 125 294 131 303 41 305 2 260 47 280 27 

年齢(首) 11.7也 9.1弘 17.4% 3.3也 12.3% 8.4% 19.9首 0.9叫 20.5也 0.3% 20.6% 0.1冒 17.6% 3.2首 18.9弛 1.8腎

73-77. 年度齢数(%) 126 60 157 291 106 80 181 5 185 185 168 18 163 23 
8.5首 4.1也 10.6弛 2.0¥ 7.2覧 5.4也 12.2首 0.3首 12.5首 0.1首 12.5首 0.1首 11.3% 1.2官 11.0也 1.6幅

合計
度年数前(弛)

827 654 1151 330 1087 394 1423 58 1447 34 1475 6 1225 256 1358 123 
55.8事 44.2% 77.7% 22.3官 73.4% 26.6首 96.1% 3.9冒 97.7覧 2.3首 99.6覧 0.4覧 82.7首 17.3覧 91.7覧 8.3弛

女性 年齢 53-57.度数 231 184 282 133 301 114 402 131 403 121 411 41 356 59 384 31 
(5旗 年齢(首) 14.0% 11.1¥ 17.1覧 8.1% 18.2% 6.9首 24.3覧 0.8% 24.4" 0.7% 24.9也 0.2唱 21.6首 3.6覧 23.2% 1.9覧
刻み) 58-62旗度数 178 164 257 851 236 106 329 131 336 61 339 31 309 33 321 21 

年齢(%) 10.8" 9.9覧 15.6弘 5.2覧 14.3首 6.4弛 19.9略 0.8% 20.3首 0.4首 20.5" 0.2耳 18.7覧 2.2覧 19.4首 1.3覧
63-67旗度数 171 163 275 591 213 121 328 61 332 2 332 2 313 21 315 19 

年齢(%) 10.4拡 9.9首 16.7也 3.6出 12.9百 7.3百 19.9覧 0.4弛 20.1首 0.1弘 20.1也 0.1l‘ 19.0覧 1.3首 19.1% 1.2首
68-72.度数 193 122 272 431 186 129 306 9 312 31 312 31 287 281 285 30 

年齢(%) 11.7首 7.4% 16.5首 2.6弛 11.3首 7.8首 18.5% 0.5首 18.9覧 0.2覧 18.9弛 0.2覧 17.4首 1.7事 17.3事 1.8也

73-77旗年度齢散(%) 183 63 221 25 105 141 237 9 242 4 243 3 229 17 225 21 
11.1首 3.8¥ 13.4也 1.5弘 6.4覧 8.5也 14.4首 0.5略 14.7也 0.2¥ 14.7覧 0.2" 13.9首 1.0覧 13.6首 1.3覧

合計
度年数齢(%)

956 696 1307 345 1041 611 1602 50 1625 27 1637 15 1494 158 1530 122 
57.9也 42.1首 79.1也 20.9弘 63.0首 37.0也 97.0% 3.0首 98.4覧 1.6首 99.1弘 0.9首 90.4% 9.6首 92.6首 7.4也

注);r2検定結果→ * ...p<O.05、寧 1 ・・p<O.OI、事$寧...p<O∞1

表3 身辺署橿 (ウ}病気や事故でどうしても入手が必要なと曹

調佳・ 宜性・・・ 男性・.."盤・・・ '世・・・ま性・・・ 田憧・・・宜世 e・・

配個l者 兄弟続蹄-鯨 そ子の配ども偶・者 そのの観他族 友の人や同僚聴場 (地近域所)の人 ザ専ーピ門ス寂種や間 雄もいt.rい
ド ド遺摂 有翠銅 ド量択|有量択 葬童書司 有量択 非畳択|有選択I~~選択|有蓋摂

男性 年齢 53-57旗度数 138 217 226 129 222 133 327 281 327 28 327 28 322 331 341 14 
(5旗 年齢('fo) 9.2首 14.4首 15.0事 8.6首 14.7百 8.8覧 21.7弛 1.9覧 21.7首 1.9首 21.7% 1.9% 21.4胃 2.2唱 22.6首 0.9首
刻み) 58-62.度敏 136 191 225 102 199 128 307 201 313 14 312 151 289 381 320 7 

年齢(略) 9.0首 12.7覧 14.9首 6.8% 13.2首 8.5首 20.4% 1.3鴨 20自首 0.9也 20.7首 1.0首 19.2首 2.5弛 21.2% 0.5首
63-67旗度数 131 191 252 701 166 156 299 23 316 61 310 12 301 21 311 11 

年齢(弘) 8.7覧 12.7覧 16.7首 4.6覧 11.0冒 10.3首 19.8弛 1.5恒 21.0覧 0.4首 20.6也 0.8也 20.0首 1.4首 20.6弛 0.7首
68-72.度数 110 202 260 521 145 167 292 201 306 6 293 191 276 361 302 10 

年齢('fo) 7.3% 13.4覧 17.2胃 3.5% 9.6唱 11.1覧 19.4也 1.3覧 20.3首 0.4弘 19.4首 1.3也 18.3首 2.4首 20.0司 0.7首

73-77旗年康齢散00 96 96 164 28 82 110 185 7 190 2 184 8 172 20 182 10 
6.4首 6.4首 10.9也 1.9弘 5.4首 7.3也 12.3% 0.5% 12.6首 0.1首 12.2覧 0.5首 11.4弘 1.3¥ 12.1% 0.7覧

合計
度年数齢(船

611 897 1127 381 814 694 1410 98 1452 56 1426 82 1360 148 1456 52 
40.5覧 59.5弛 74.7覧 25.3首 54.0首 46.0弛 93.5弛 6.5首 96.3¥ 3.7% 94.6首 5.4% 90.2也 9.8% 96.6百 3.5唱

女性 年齢 53-57.度敏 225 190 260 155 186 229 389 261 369 46 379 36 367 481 407 8 
(5. 年齢('fo) 13.4% 11.3覧 15.5首 9.2覧 11.1¥ 13.6担 23.1覧 1.6¥ 22.0覧 2.7覧 22.6首 2.1% 21.8首 2.9% 24.2首 0.5恒
~Jみ) 58-62.度数 199 150 240 109 167 182 339 101 329 20 330 191 309 401 336 13 

年齢(覧) 11.8耳 8.9覧 14.3覧 6.5首 9.9唱 10.8% 20.2百 0.6覧 19.6首 1.2覧 19.6冒 1.1幅 18.4首 2.4覧 20.0首 0.8百
63-67.度数 211 130 261 801 138 203 331 101 335 6 324 171 302 391 335 6 

年飴(弛) 12.6覧 7.7'10 15.5% 4.8首 8.2事 12.1'10 19.7首 0.6百 19.9首 0.4弛 19.3首 1.0事 18.0首 2.3'10 19.9事 0.4覧
68-72.度敵 229 901 260 591 111 208 303 161 310 自 302 17 270 49 306 13 

年齢(見) 13.6首 5.4也 15.5百 3.5首 6.6覧 12.4% 18.0首 1.0首 18.4也 0.5覧 18.0弘 1.0弛 16.1首 2.9% 18.2也 0.8首

73-77. 年度齢数('fol 207 50 224 33 69 188 243 14 253 4 233 24 226 31 252 5 
12.3% 3.0首 13.3覧 2.0首 4.1冒 11.2覧 14.5首 0.8幅 15.1覧 0.2弛 13.9'10 1.4首 13.4% 1.8% 15.0首 0.3冒

合計
度年数齢('fo)

1071 610 1245 436 671 1010 1605 76 1596 85 1568 113 1474 207 1636 45 
63.7% 36.3也 74.1% 25.9覧 39.9弘 60.1% 95.5首 4.5覧 94.9弛 5.1% 93.3覧 6.7% 87.7% 12.3覧 97.3覧 2.7% 

注)r2績定結果司事…p<0.05、**.・ p<O.OI、寧事*...p<O.OOI 
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(11.1%) 、 r58'"'-' 62歳J (9.9%)、 r63'"'-'67歳J (9.9%) 、 r68'"'-'72歳J (7.4%) 、

r73'"'-'77歳J (3.8%)、 「親・兄弟姉妹Jの場合は、 r 53'"'-' 57歳J (8. 1 %)、 r58'"'-'62 

歳J (5.2%)、 r63歳'"'-'67歳J (3.6%) 、 r68'"'-'72歳J (2.6%)、 r73'"'-'77歳J (1. 5 

%)と高齢者コーホートになるほどそれぞれの援助源を選択する割合が低くなっている。

また、 「子ども・その配偶者Jの場合は、 r53'"'-'57歳J (6.9%) 、 r58'"'-'62歳J (6.4 

%)、 r63歳'"'-'67歳J (7.3%) 、 r68'"'-'72歳J (7.8%) 、 r73'"'-'77歳J (8.5%) と高齢

者コーホートになるほどそれぞれの援助源を選択する割合が高くなっている。

これらの結果から、経済的サポートの援助源の特徴をまとめてみると、 「配偶者j は男

女ともに約4割、 「子ども・その配偶者」は男性3割、女性4割、 「親・兄弟姉妹j は男

女ともに 2割といったように、女性の方が男性より若干子どもを頼りにする傾向が読みと

れる程度であまり男女差はみられない{表 5参照】。 x2検定の結果から性別・コーホート

との関連性の特徴をまとめてみると、男性の経済的サポートについては、中高年齢者コー

ホートから高齢者コーホートへ移行するにつれて「親・兄弟姉妹」、 「専門家やサービス

機関」を選択する割合が低くなり、一方で「子ども・その配偶者」を選択する割合が高く

なる傾向を示している。また、女性の場合は、中高年齢者コーホートから高齢者コーホー

トへ移行するにつれて「配偶者」、 「親・兄弟姉妹Jを選択する割合が低くなり、一方で

「子ども・その配偶者」を選択する割合が高くなっている。

以上の結果から考察を加えてみると、男女ともに、配偶者や子ども家族を経済的サポー

トの援助源として位置付けている。しかし、女性の場合は、加齢に伴い配偶者から子ども

家族へ移行していることから、配偶者の死別後の経済的サポートの援助源が子ども家族で

あることが窺える。

(3)身辺看護の援助源についての結果と考察

(ウ) r病気や事故で、どうしても入手が必要なときJ (以下、 「身辺看護」とする)

のそれぞれの援助源について全体的に概観すると、男性の場合「配偶者J (59.5%) 、

「子ども・その配偶者J (46.0%)、 「親・兄弟姉妹J (25.3%)、女性の場合「子ども

・その配偶者J (60.1%) 、 「配偶者J (36.3%)、 「親・兄弟姉妹J (25.9%)等の援

助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示している【表3参照】。

次に、 x2検定の結果から男女それぞれについてのコーホートとの関連性を検討すると、
男性の場合「配偶者J、 「親・兄弟姉妹J、 「子ども・その配偶者J、 「友人や職場の同

僚Jの援助源に、女性の場合「配偶者」、 「親・兄弟姉妹J、 「子ども・その配偶者」、

「友人や職場の同僚j の援助源に有意差が認められた。

さらに、 0.1%水準を中心に分析を加えてみると、男性の身辺看護については、 r53歳~

57歳J (8.6%)、 r58'"'-'62歳J (6.8%)、 r63'"'-'67歳J (4.6%)、 r68'"'-'72歳J (3.5 
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%)、 r73"-'77歳J (1. 9%) と高齢者コーホートになるほど「親・兄弟姉妹」を選択する

割合が低くなっている。また、高齢者コーホートの r63"-'67歳J (10.3%)、 r 68"-' 72 

歳J (11.1%)では、 「子ども・その配偶者J、中高年齢者コーホートの r53歳"-'57歳」

(1. 9%)では、 「友人や職場の同僚Jを選択する割合がそれぞれ最も高くなっている。一

方、女性の身辺看護では、 「配偶者j、 「親・兄弟姉妹」、 「子ども・その配偶者J、

「友人や職場の同僚j の援助源に有意差が認められた。それぞれのコーホート別の分析を

加えてみると、 「配偶者」の場合は、 r53歳"-'57歳J (11. 3%)、 r 58"-'62歳J (8.9%)、

r 63"-'67歳J (7.7%)、 r 68"-'72歳J (5.4%)、 r73"-'77歳J (3.0%)、 「親・兄弟姉

妹」の場合は、 r53"-'57歳J (9.2%)、 r 58"-'62歳J (6.5%)、 r63歳"-'67歳J (4.8 

%)、 r 68"-'72歳J (3.5%)、 r 73"" 77歳J (2.0%)、 「友人や職場の同僚」の場合は、

r 53 "-' 5 7歳J (2.7%)、 r58"-'62歳J (1. 2%)、 r63歳"-'67歳J (0.4%)、 r68"-'72 

歳J (0.5%)、 r73"-'77歳J (0.2%) と高齢者コーホートになるほどそれぞれの援助源

を選択する割合が低くなっている。また、高齢者コーホートの r63歳"-'67歳J (12.1%)、

r 68"-'72歳J (12.4%)では、 「子ども・その配偶者」を選択する割合が徐々に高くなる

傾向を示している。

これらの結果から、身辺看護の援助源の特徴をまとめてみると、 「配偶者」は男性6割、

女性4割、 「子ども・その配偶者」は男性5割、女性6割、 「親・兄弟姉妹」は男女とも

に3割といったように、男女ともに「配偶者」、 「子ども・その配偶者Jを身辺看護の援

助源として選択する割合が高くなっているが、男性の方にやや配偶者依存の傾向が読みと

れる【表5参照】 x2検定の結果から性別・コーホートとの関連性の特徴を検討すると、

男性の身辺看護については、中高年齢者コーホートから高齢者コーホートへ移行するにつ

れて「親・兄弟姉妹Jを選択する割合が低くなり、一方で「子ども・その配偶者j を選択

する割合が高くなっている。また、女性の身辺看護については、 「配偶者J、 「親・兄弟

姉妹」、 「友人や職場の同僚」が中高年齢者コーホートから高齢者コーホートへ移行する

につれて、それぞれの援助源を選択する割合が低くなり、一方「子ども・その配偶者」を

選択する割合が徐々に高くなる。

以上の結果から考察を加えてみると、男女ともに配偶者や子ども家族が多数を占めてい

るけれども、約3割が親・兄弟姉妹を身辺看護の援助源として位置付けている。しかし、

男女とも加齢に伴い配偶者、親・兄弟姉妹等から子ども家族へと援助源が移行していると

とから、高齢者が高齢者を看護することの難しさが窺える。

(4)身辺介護の援助源についての結果と考察

(エ) rあなたが寝たきりなどで、介護が必要とするようになったときJ (以下、 「身

辺介護」とする)のそれぞれの援助源について全体的に概観すると、男性の場合「配偶
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者J (70.5%)、 「子ども・その配偶者J (38. 7%)、 「専門家やサービス機関J (21. 6 

%)、 「親・兄弟姉妹J (10.2%)、女性の場合「子ども・その配偶者J (58.7%)、

「配偶者J (40.8%)、 「専門家やサービス機関J (29.8%)、 「親・兄弟姉妹J (13. 3 

%)等の援助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示している【表4参照】。

次に、 x2検定の結果から男女それぞれについてのコーホートとの関連性を検討すると、

男性の場合「子ども・その配偶者Jの援助源に、女性の場合「配偶者」、 「親・兄弟姉

妹j 、 「子ども・その配偶者J、 「その他の親族」の援助源に有意差が認められた。

さらに、 0.1%水準を中心に分析を加えてみると、男性の身辺介護については、 「子ども

・その配偶者Jを選択する割合が高齢者コーホートの 168歳""72歳J (8.8%)で最も高く

なっている。一方、女性の身辺介護では、 「配偶者j 、 「親・兄弟姉妹」、 「子ども・そ

の配偶者j の援助源に有意差が認められた。それぞれのコーホート別の分析を加えてみる

と、 「配偶者」の場合は、 153歳""57歳J (12.7%)、 158""62歳J (10.1%)、 163"" 

67歳J (8.7%)、 168""72歳J (6.2%)、 173""77歳J (3.1%)、 「親・兄弟姉妹」の

場合は、 153"" 57歳J (4.4%)、 158"-' 62歳J (3.7%)、 163歳"-'67歳J (2.4%)、

168""72歳J (1. 5%)、 173""77歳J (1. 3%) と高齢者コーホートになるほどそれぞれ

の援助源を選択する割合が低くなっている。また、中高年齢者コーホートの 153歳"-'57 

歳J (13.7%)では、 「子ども・その配偶者」を選択する割合が最も高くなっている。

これらの結果から、身辺介護の援助源の特徴をまとめてみると、 「配偶者j は男性7割、

女性4割、 「子ども・その配偶者」は男性4割、女性6割、 「専門家やサービス機関j は

男性2割、女性3割といったように、男女ともに「配偶者」、 「子ども・その配偶者」を

選択する割合が高くなっているが、男性の場合は配偶者依存の傾向を示し、女性の場合は

子ども依存の傾向が読みとれる[表5参照】。 x2検定の結果から性別・コーホートとの関

連性の特徴をまとめてみると、男性の身辺介護については、 「子ども・その配偶者」が高

齢者コーホートで高くなっている。また、女性の場合は、 「配偶者」、 「親・兄弟姉妹J

は、中高年齢者コーホートから高齢者コーホートへ移行するにつれて、それぞれの援助源

を選択する割合が低くなり、一方で、「子ども・その配偶者Jを選択する割合が高くなって

いる。

以上の結果から考察を加えてみると、男女ともに配偶者や子ども家族を身辺介護の援助

源として位置付けている。しかし、男性の場合は、加齢に伴い配偶者依存から子ども家族

へと援助源が移行し、女性の場合は、加齢に伴い配偶者から子ども家族へ、さらに配偶者

の死別後、子ども家族依存へと援助源が移行している。また、身辺看護以上に高齢者が高

齢者を介護することが困難になる状況であることが窺える。
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表4 身辺介置 (エ}あなたが寝たりなどで骨掴番必要とするようになったとき
宜恒・・・ 書笹・・・ 蝿世・ e・t笹・・・ 温"重・

配ilo者 兄鼠親姉-鯨 その子ど..，も4且・岩 そのの盟他箪 友人のや同職僚場 (地近舗所の人 ザ専ピ門λ叡穫や闘 韓もいない

~.量根 事選択 非運択 有選択 昌運相 nll根 非遭択 有選択 I~.量択|有遭択|非運択 荷量根 当主 l...iII根

男性 年齢 53-51&度数 103 251 310 441 223 131 343 11 349 51 344 10 267 871 335 19 

(5& 年齢(1) 6.8耳 16.6覧 20.6冒 2.9" 14.8耳 8.7lI 22.8覧 0.7耳 23.1覧 0.3覧 22.8首 0.7lI 17.7誕 5.8耳 22.2" 1.3" 
刻み) 58-62蔵庫徴 871 240 294 331 226 101 317 101 322 5 325 2 258 691 317 10 

年齢(耳) 5.8" 15.9" 19.5" 2.2耳 15.0覧 6.7lI 21.0" 0.7覧 21.4覧 0.3覧 21.6百 0.1耳 17.1耳 4.6耳 21.0" 0.7lI 

63-61蔵庫徴 103 219 293 291 195 127 315 71 321 319 3 261 61 309 13 

年齢(1) 6目8" 14.5耳 19.4耳 1.9" 12.9" 8.4" 20.9覧 0.5" 21.3覧 0.1lI 21.2耳 0.2" 17.3耳 4.1耳 20.5" 0.9事
68-12蔵庫散 861 227 288 251 180 133 303 101 311 2 304 9 243 701 301 12 

年齢(匹) 5.7" 15.1lI 19.1覧 1.1" 11.9" 8.8" 20.1覧 0.7" 20.6" 。1覧 20.2事 0.6" 16.1耳 4.6" 20.0" 0.8覧
13-11蔵年庫齢徴{耳) 66 126 170 22 

100 92 187 5 191 190 2 153 39 184 B 

4.4" 8.4覧 11.3覧 1.5" 6.6覧 6.1耳 12.4覧 0.3" 12.7耳 0.1覧 12.6蝿 0.1耳 10.2" 2.6覧 12.2" 0.5" 

合計
年度齢数{置}

445 1063 1355 153 924 584 1465 43 1494 14 1482 26 1182 326 1446 62 

29.5耳 70.5嵩 89.9覧 10.2" 61.3耳 38.7嵩 97.2" 2.9耳 99.1lI 0.9耳 98.3事 1.1" 78.4" 21.6" 95.9" 4.1lI 

女性 年齢 53-51&度数 201 215 342 74 185 231 401 151 409 71 408 s 282 134 400 16 
(5& 年齢(1) 11.9事 12.7lI 20.3覧 4.4耳 11.0" 13.7覧 23.8覧 0.9" 24.2耳 0.4覧 24.2" 0.5" 16.7耳 7.9" 23.7覧 1.0事

刻み) 58-62虫度散 180 170 287 631 160 190 343 71 343 71 346 4 250 100 338 12 

年齢(‘) 10.7耳 10.1覧 17.0耳 3.n 9.5" 11.3覧 20.3覧 0.4耳 20.3" 0.4覧 20.5耳 0.2覧 14.8耳 5.9覧 20.0" 0.7首

63-61歳度数 193 147 300 40 147 193 335 51 336 4 335 5 242 981 334 s 
年齢(耳} 11.4覧 8.7" 17.8耳 2.4覧 8.7" 11.4腎 19.9国 0.3覧 19.9" 0.2耳 19.9" 0.3覧 14.3" 5.8" 19.8" 0.4冒

68-12蔵庫徹 214 105 293 26 129 190 314 51 315 41 311 s 217 102 304 15 
年働側} 12.7覧 6.2" 17.4" 1.5" 7.7覧 11.3" 18.6" 0.3" 18.7覧 0.2" 18.4覧 0.5" 12.9耳 6.1覧 18.0" 0.9耳

13-11蔵年庫齢数00 210 52 240 22 75 187 249 13 
260 2 259 3 193 69 254 s 

12.5耳 3.1事 14.2" 1.3覧 4.5" 11.1耳 14.8" 0.8" 15.4耳 0.1蝿 15.4叫 0.2耳 11.4覧 4.1覧 15.1覧 0.5嵩

合計
年度働数側)

998 689 1462 225 696 991 1642 45 1663 24 1659 28 1184 503 1630 57 

59.2耳 40.8覧 86.7嵩 13.3蝿 41.3耳 58.7" 97.3覧 2.7世 98.6耳 1.4耳 98.3" 1.1覧 70.2耳 29.8耳 96.6耳 3.4幅

注);r'~直定結果司・ 'P<日師、・ 1・・p<O.OI 、・・・咽<0.001

表5 中高年齢者のサポートと援助源
項目 男性・援助源 割合 女性・援助源 割合

情緒的 ①醇{慢煮 71.7% 。配偶者 55.3覧

サポート愈?と;もをり開偶者・… 23.0% ~..T.ども・その醇!用煮 39.6% 

③親・兄弟姉妹 18.7覧③親・兄弟姉妹 26.2% 

経済的 @配偶煮..，.. ①開~閉煮44.2覧 42.1%1 ..，..，.・...............

サポート .~子ども!安田空?.~.目偶者ー 26.6弘②子l;長をり配偶煮…… 37.0覧

③親・兄弟姉妹 22.3% ③親・兄弟姉妹 20.9% 

身辺看謹 ①配偶者 59.5覧①子ども・その配偶者 60.1覧

②子ども・その配偶者 46.0覧②配偶者 36.3% 

③親・兄弟姉妹 25.3% ③親・兄弟姉妹 25.9% 

身辺介護 ①配偶者 70.5覧①子ども・その毘偶者 58.7覧

②子ども・その配偶者 38.7覧②配偶者 40.8覧

③専門家やサービス機関 21.6国③専門家やサービス機関 29.8% 

表6 情緒的サポート (7)問題害抱えて蕗ち込Aだり混乱したと曹

..・・ A.. ぇ・... ぇ・... ぇ・.. 

配ilo者 兄鎗毅姉・鯨 その子どEもf畠・者 そのの貌他族 友の人や同僚職場 (地近輔所の人 廿専-t門.].ま4臨や翻 障もい1偉い
~.温択|有量択|非還訴 有量択 北署輯 車醤相|非量択|宥遭択 非童書R有量択l非運択|有選択

単島世帯 年齢 53-51蔵庫徹 26 13 14 20 7 26 21 6 25 2 27 。23 4 
(5& 年齢(1) 13.4" 0.5" 6.7" 7.2" 10.3" 3.6" 13.4耳 0.5" 10.8耳 3.1覧 12.9" 1.0冒 13.9耳 0.0耳 11.9" 2.1" 
制み) 58-62&鹿徹 27 2 19 10 18 11 28 20 9 28 28 27 2 

年齢(事} 13.9嵩 1.0" 9.8" 5.2耳 9.3" 5.7" 14.4耳 0.5" 10.3冒 4.6" 14.4" 0.5幅 14.4覧 0.5首 13.9" 1.0耳
63-61&度徹 40 。20 20 27 13 40 。35 5 38 2 37 3 36 4 

年齢(覧} 20.6" 0.0耳 10.3" 10.3覧 13.9" 6.7" 20.6覧 0.0% 18.0% 2.6覧 19.6" 1.0覧 19.1覧 1.6覧 18.6覧 2.1覧
68-12&鹿徴 48 38 11 26 23 49 。42 7 48 45 4 38 11 

年齢(嵩) 24.7覧 0.5" 19.6覧 5.7覧 13.4覧 11.9" 25.3" 0.0覧 21.1耳 3.6覧 24.7% 0.5覧 23.2覧 2.1lI 19.6誕 5.7% 

13-11&年鹿働首位00 49 
。37 12 22 27 44 5 43 6 43 B 44 5 47 2 

25.3覧 0.0覧 19.1" 6.2% 11.3軍 13.9覧 22.7" 2.6耳 22.2嵩 3.1覧 22.2耳 3.1lI 22.7揖 2.6覧 24.2" 1.0覧
合計

年鹿齢数{耳)
190 4 127 67 113 81 187 7 161 33 182 12 181 13 171 23 
97.9覧 2.1lI 65.5耳 34.5" 58.3" 41.8覧 96.4耳 3.6耳 83.0" 17.0覧 93.8" 6.2耳 93.3" 6.7" 88.1lI 11.9国

夫婦世帯 年齢 53-51蔵庫徹 39 134 134 391 134 39 166 7 139 34 163 10 163 10 165 s 
(5& 年齢(耳} 3.6覧 12.2% 12.2耳 3.6覧 12.2覧 3.6国 15.1耳 0.6覧 12.7" 3.1lI 14.9% 0.9耳 14.9耳 0.9覧 15.0耳 0.7% 
刻み) 58-62;量度徹 48 187 183 521 183 52 224 11 206 291 225 10 223 121 230 5 

年齢{覧) 4.4覧 17.1事 16.7" 4.7lI 16.7耳 4.7首 20.4覧 1.0" 18.8" 2.6耳 20.5" 0.9% 20.3覧 1.1" 21.0耳 0.5" 
63-61蔵庫徹 54 221 233 421 213 62 272 31 261 14 274 266 91 265 10 

年齢(1) 4.9" 20.2耳 21.2" 3.8" 19.4覧 5.7" 24.8覧 0.3" 23.8% 1.3耳 25.0耳 0.1" 24.3" 0.8" 24.2耳 0.9耳
帥-12蔵度数 53 200 206 471 166 87 246 7 242 11 248 5 240 131 246 7 

年齢(1) 4.8" 18.2国 18.8" 4.3覧 15.1lI 7.9" 22.4耳 0.6耳 22.1覧 1.0" 22.6耳 0.5" 21.9覧 1.2" 22.4軍 0.6耳

13-11温年度齢散盛上 42 119 141 20 107 54 159 2 154 7 158 3 158 3 152 9 
3.8覧 10.9耳 12.9" 1.8覧 9.8覧 4.9耳 14.5" 0.2耳 14.0耳 0.6覧 14.4覧 0.3幅 14.4耳 0.3" 13.9" 0.8" 

合計
年度齢数{也}

236 861 897 200 803 294 1067 30 1002 95 1068 29 1050 47 1058 39 
21.5" 78.5耳 81.8" 18.2国 73.2" 26.8覧 97.3" 2.7" 91.3耳 8.7" 97.4耳 2.6耳 95.7覧 4.3耳 96.41 3.6" 

注);r'検定結果....* '''p<O.o5、・・ 'p<O.o1、・・・・目・p<O.oOI
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4.世帯類型・コーホートにおける老親扶養構造の特徴

ここでは、まず世帯類型(単身世帯・夫婦世帯)による援助源の特徴を明らかにするた

めに、 (ア)"-' (エ)ような問題が生じたとき、どのような援助源を選択するかについて、

x2検定の結果に基づき分析を試みることとする。さらには、中高年齢者と高齢者のコーホ
ートを比較しながら、援助源の特徴を明らかにするとともに、それらの分析結果から、そ

れぞれの考察を加えたい[表6"-'表10参照]。

(1)情緒的サポートの援助源についての結果と考察

「情緒的サポート」のそれぞれの援助源について全体的に概観すると、単身世帯の場合

「子ども・その配偶者J (41. 8%)、 「親・兄弟姉妹J (34.5%)、 「友人や職場の同

僚J (17.0%)、夫婦世帯の場合「配偶者J (78.5%)、 「子ども・その配偶者J (26. 8 

%)、 「親・兄弟姉妹J (18.2%)等の援助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示し

ている[表6参照】。

次に、 x2検定の結果から単身・夫婦世帯それぞれについてのコーホートとの関連性を検

討すると、単身世帯の場合「親・兄弟姉妹Jの援助源に、夫婦世帯の場合「親・兄弟姉

妹J、 「子ども・その配偶者」、 「友人や職場の同僚J、 「近所(地域)の人」の援助源

に有意差が認められた。

さらに、 0.1%水準を中心に分析を加えてみると、単身世帯の情緒的サポートについては、

特に有意差は認められなかった。一方、夫婦世帯の情緒的サポートについてコーホート別

の分析を加えてみると、 f53歳"-'57歳J (3.6%)、 f 58"-'62歳J (4.7%)、 f 63"-'67 

歳J (5.7%)、 f 68"-'72歳J (7.9%) と高齢者コーホートになるほど「子ども・その配

偶者j を選択する割合が高くなっているが、 f73"-'77歳J (4.9%)では、 「子ども・その

配偶者Jを選択する割合が低くなっている。また、 f53歳"-'57歳J (3. 1 %)、 f 58""'" 62 

歳J (2.6%)、 f63"-'67歳J (1. 3%)、 f68.......72歳J (1. 0%)、 f73""'" 77歳J (0.6 

%)と高齢者コーホートになるほど「友人や職場の同僚」を選択する割合が低くなってい

る。

これらの結果から、情緒的サポートの援助源の特徴をまとめてみると、単身世帯は「子

ども・その配偶者J、 「親・兄弟姉妹J4割、 「友人や職場の同僚J2割と子ども家族や

親・兄弟姉妹を頼りにする傾向がみられ、夫婦世帯は「配偶者J8割、 「子ども・その配

偶者J3割、 「親・兄弟姉妹J2割といったように配偶者依存の傾向が読みとれる{表10

参照】。 x2検定の結果から世帯類型・コーホートとの関連性の特徴をまとめてみると、単
身世帯の場合、 0.1%水準の有意差は認められなかったが、 「親・兄弟姉妹」の援助源に 1

%水準の有意差が認められた。また、夫婦世帯の場合は、中高年齢者コーホートから高齢

者コーホートへ移行するにつれて「子ども・その配偶者j を援助源として選択する割合が
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高くなり、一方で、「友人や職場の同僚j を選択する割合が低くなっている。

以上の結果から、単身世帯・夫婦世帯への情緒的サポートと援助源について考察をして

みると、単身世帯の場合は夫婦世帯に比べて、配偶者を代替する子ども家族、親・兄弟姉

妹、友人等が重要な役割を担っている。しかし、加齢とともに身体的機能が低下し、また

は仲のよい友人の死により、直接的かつ円滑的な関係が徐々に結べなくなることが予想で

きる。また、年々増えつつある単身世帯の中でも、特に後期高齢者についての情緒的な対

応は、今後ますます深刻化して行くであろう。一方、夫婦世帯の場合は、大半が配偶者を

情緒的サポートの援助源として位置付けており、配偶者依存の傾向にある。しかし、高齢

者夫婦の場合は、加齢とともに配偶者の要介護化、死別等が予測できることから、将来的

には身近な地域社会を拠点とした公的な支援の役割は欠かせないものとなる。そして今後

は、家族の代替機能としての地域的なサポートネットワークの重要性が課題となるであろ

フ。

(2)経済的サポートの援助源についての結果と考察

「経済的サポート」のそれぞれの援助源について全体的に概観すると、単身世帯の場合

「子ども・その配偶者J (40.6%)、 「親・兄弟姉妹J (21. 9%)、 「誰もいなし、J (20. 

9%)、 「専門家やサービス機関J (12.8%)、夫婦世帯の場合「配偶者J (51. 7%)、

「子ども・その配偶者J (28.9%)、 「親・兄弟姉妹J (18.7%)、 「専門家やサービス

機関J (13.0%)等の援助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示している[表7参

照}。

次に、 x2検定の結果から単身・夫婦世帯それぞれについてのコーホートとの関連性を検

討すると、単身世帯の場合「親・兄弟姉妹」の援助源に、夫婦世帯の場合「配偶者」、

「親・兄弟姉妹」、 「子ども・その配偶者j の援助源に有意差が認められた。

さらに、 0.1%水準を中心に分析を加えてみると、単身世帯の情緒的サポートについては、

特に有意差は認められなかった。一方、夫婦世帯の経済的サポートでは、 「親・兄弟姉

妹J、 「子ども・その配偶者」の援助源に有意差が認められた。それぞれのコーホート別

の分析を加えてみると、 f53歳"'-'57歳J (4.3%)、 f58""'-'62歳J (5.6%)の中高年齢者

コーホートでは、 「親・兄弟姉妹Jの援助源で、 f63歳"'-'67歳J (7.4%)、 f68 "'-' 72歳」

(7.9%)の高齢者コーホートでは、 「子ども・その配偶者j の援助源を選択する割合が高

くなっている。

とれらの結果から、経済的サポートの援助源の特徴をまとめてみると、単身世帯は「子

ども・その配偶者J4割、 「親・兄弟姉妹」、 「誰もいなしリ 2割と子ども家族に依存す

る傾向がみられ、夫婦世帯は「配偶者J5割、 「子ども・その配偶者J3割「親・兄弟姉

妹J2割と大半が配偶者に依存する傾向にある【表10参照】。 x2検定の結果から世帯類型
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-コーホートとの関連性の特徴をまとめてみると、単身世帯の場合、 0.1%水準の有意差は

認められなかったが、 「親・兄弟姉妹Jの援助源に 1%水準の有意差が認めれた。また、

夫婦世帯の場合は、高齢者コーホートで「子ども・その配偶者」の援助源を選択する割合

が高くなっている。

以上の結果から、単身世帯・夫婦世帯への経済的サポートと援助源について考察をして

みると、単身世帯の場合は、配偶者を代替する子ども家族、親・兄弟姉妹等が重要な役割

を担っている。しかし、子ども家族の経済的状況や子ども家族との家族関係の不和を考え

てみると、必ずしも子ども家族が援助源となるとはいえないだろう。また、親・兄弟姉妹

からの経済的サポートも同様に、自分自身の加齢とともに、親も兄弟姉妹も確実に年老い

て行くことが予想できる。年々増えつつある単身世帯の中でも、特に低所得層、家族から

孤立した単身高齢者についての経済的サポートの問題は、今後ますます深刻化して行くで

あろう。一方、夫婦世帯の場合は、配偶者や子ども家族を経済的サポートの援助源とする

傾向にある。しかし、夫婦世帯の場合は、加齢とともに配偶者の要介護化、死別等が予測

できるととから、将来的には子ども家族や親・兄弟姉妹へと援助源が移行して行くことが

想定できる。そうした場合、単身高齢者と同様な問題と課題が生じてくるであろう。

(3)身辺看護の援助源についての結果と考察

「身辺看護」のそれぞれの援助源について全体的に概観すると、単身世帯の場合「子ど

も・その配偶者J (48.5%)、 「親・兄弟姉妹J (24.7%)、 「専門家やサービス機関J

(17.0%)、 「誰もいないJ (10.3%)、夫婦世帯の場合「配偶者J (56.0%)、 「子ど

も・その配偶者J (51. 4%)、 「親・兄弟姉妹J (21.1%)、 「専門家やサービス機関」

(11. 9%)等の援助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示している[表8参照】。

次に、 x2検定の結果から単身・夫婦世帯それぞれについてのコーホートとの関連性を検
討すると、単身世帯の場合「親・兄弟姉妹」の援助源に、夫婦世帯の場合「親・兄弟姉

妹j 、 「子ども・その配偶者」、 「友人や職場の同僚」、 「近所(地域)の人」の援助源

に有意差が認められた。

さらに、 0.1%水準を中心に分析を加えてみると、単身世帯の情緒的サポートについては、

特に有意差は認められなかった。一方、夫婦世帯の身辺看護については、 「親・兄弟姉

妹」、 「友人や職場の同僚」の援助源に有意差が認められた。それぞれのコーホート別の

分析を加えてみると、 r53歳"-'57歳J (4.9%) 、 r 58"-'62歳J (6.3%)の中高年齢者コ

ーホートでは、 「親・兄弟姉妹Jを選択する割合が高くなっている。また、 r53歳"-'57 

歳J (1. 5%)、 r58"-'62歳J (1. 0%)、 r63"-'67歳J (0.5%)、 r68"-'72歳J (0.4 

%)、 r73~~77歳 J (0.2%) と高齢者コーホートになるほど「友人や職場の同僚」の援助

源を選択する割合が低くなっている。
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表7 経済的空壁土ト (イ)急いで、金(30万円程ED巷借りなけれlfならないと曹

'‘・・- 単島 0・ ~・.... ~・・・・

配帽l者 兄弟観姉-妹 そ子の配ども偶・者 そのの親他族 友の人や同僚職場 (地近舗所の人 廿専t門.1ZE犠や闘 睡もいrぃ
|非選択|有選択ド l非選択|有選択|非選択|有 有選択 ド選択 有 有量択

単身世帯 年齢 53-57旗度数 26 15 12 22 5 26 24 3 26 22 5 23 4 
(5旗 年齢(施) 13.9弛 0.51‘ 8.0弘 6.4覧 11.8% 2.1恒 13.9見 0.5弛 12.81‘ 1.6覧 13.9首 0.5冒 11.8% 2.1弛 12.3幅 2.1也
i1)み) 58-62盤度数 28 21 8 18 11 27 2 29 。29 。26 3 23 B 

年齢(%) 15.0% 0.5弛 11.2% 4.3首 9.6首 5.9% 14.4首 1.1百 15.5% 0.0世 15.5覧 0.0% 13.9首 1.6% 12.3弛 3.2唱
63-67旗康敵 31 。21 10 22 15 36 36 31 。33 4 30 7 

年齢(%) 19.8% o.o~幅 14.4也 5.4冒 11.8% 8.0% 19.3% 0.5% 19.3% 0.5% 19.8首 0.0百 11.1覧 2.1唱 16.0首 3.1弛
68-721&度数 41 。42 5 25 22 46 41 。41 。41 6 32 15 

年齢(見) 25.1覧 0.0事 22.5首 2.1覧 13.4也 11.8覧 24.6首 0.5首 25.1% 0.0冒 25.1首 0.0% 21.9百 3.2覧 17.1首 8.0% 

73-77旗年度齢数(%) 41 。41 B 24 23 45 2 46 45 2 41 6 40 7 
25.1也 0.0弘 21.9百 3.2% 12.8覧 12.3恒 24.1耳 1.1百 24.6也 0.5冒 24.1覧 1.1首 21.9首 3.2唱 21.4首 3.1悔

合計
度年数齢制}

185 2 146 41 111 16 180 7 182 5 184 3 163 24 148 39 
98.9% 1.1首 18.1% 21.9百 59.4% 40.6覧 96.3覧 3.1覧 91.3% 2.1覧 98.4弛 1.6耳 81.2也 12.8% 19.1恒 20.9覧

夫婦世帯 年齢 53-57康度数 11 92 123 461 133 36 164 5 166 3 168 146 23 155 14 
(5蹟 年齢(%) 1.2首 8.6% 11.4% 4.3首 12.4% 3.4弛 15.2% 0.5覧 15.4百 0.3覧 15.6覧 0.1也 13.6弛 2.1% 14.4也 1.3% 
.1)み) 58-62車度数 108 124 112 601 180 521 224 81 223 9 229 3 204 28 221 11 

年齢(%) 10.0唱 11.5胃 16.0百 5.6覧 16.1覧 4.8首 20.8冒 0.1首 20.1幅 0.8覧 21.3弘 0.3幅 19.0首 2.6% 20.5覧 1.0世
63-67.度数 124 141 231 401 191 801 266 51 269 2 211 。235 36 253 18 

年齢(%) 11.5首 13.1胃 21.5覧 3.1覧 11.8也 1.4也 24.1胃 0.5首 25.0幅 0.2首 25.2也 0.0也 21.8% 3.4% 23.5覧 1.1恒
68-72旗康教 118 130 214 341 163 851 242 61 243 51 248 。211 31 231 11 

年齢(%) 11.0也 12.1首 19.9覧 3.2覧 15.2% 1.9% 22.5首 0.6弘 22.6首 0.5弘 23.1% 0.0耳 19.6叫 3.4叫 21.5目 1.6% 

73-77態年度齢数00 93 63 135 21 98 58 154 2 154 2 156 
。140 16 138 18 

8.6国 5.9% 12.6覧 2.0% 9.1首 5.4拡 14.3弘 0.2首 14.3首 0.2% 14.5覧 0.0首 13.0覧 1.5% 12.8% 1.1也
合計 度数 520 556 815 201 165 311 1050 261 1055 211 1012 4 936 140 998 18 

年齢00 48.3首 51.1首 81.3弘直且Th 11.1首 28.9首 91.6覧 2.4% 98.1首 2.0% 99.6% 0.4首 81.0首 13.0% 92.8鴨 1.3% 
注)x2検定結果『 申…p<0.05、事 1 ・目。く0.01、常事*...p<Oω1 

表S 身辺署置 (ウ}病気や事故でどうしても入手が必要なと曹
車島融・ 尭・... ~・・ ~・・・・ ~崎・・

配制 l者 兄第現姉-妹 そ子のど配も偶・者 そのの観他族 友の人や同僚蔵場 (地近輔所の人 廿専-t門.A家健や闘 穫もいない
ド選択 有蓋lR ド選択|有選択 l有量択 非遺択!有選択 |有選択 ド選択|有選択

単身世帯 年齢 53-57蔵度数 26 16 11 18 9 26 22 5 24 3 23 4 26 
(5旗 年齢(%) 13.41‘ 0.5首 8.3覧 5.1国 9.3覧 4.6首 13.4覧 0.5覧 11.3% 2.6弘 12.4弛 1.6見 11.9世 2.1覧 13.41‘ 0.5覧
車1Iみ) 58-62雌度散 28 21 8 18 11 29 。23 6 21 2 24 5 24 5 

年齢(%) 14.4首 0.5覧 10.8覧 4.1首 9.3% 5.1胃 15.0覧 0.0也 11.9也 3.1% 13.9% 1.0首 12.4首 2.6% 12.4% 2.6首
63-67.度数 40 。25 15 20 20 38 2 31 3 38 2 36 4 35 5 

年齢(%) 20.6首 0.0覧 12.9覧 1.1事 10.3也 10.3覧 19.6也 1.0弛 19.1也 1.6覧 19.6也 1.0首 18.6恒 2.1弛 18.0覧 2.6弛
68-72慮度数 49 。41 8 22 21 41 2 41 2 46 3 40 9 43 6 

年齢(施) 25.3首 0.0目 21.1% 4.1首 11.3弘 13.9弛 24.2首 1.0首 24.2弛 1.0唱 23.1首 1.6覧 20.6% 4.6首 22.2首 3.1首

73-77蔵年度齢散00 49 
。43 B 22 27 45 4 48 45 4 38 11 46 3 

25.3首 0.0首 22.2% 3.1唱 11.3百 13.9% 23.2首 2.1% 24.1首 0.5首 23.2官 2.1覧 19.6拡 5.1冒 23.1也 1.6世
合計

度年数齢(%)
192 2 146 48 100 94 185 9 111 11 180 14 161 33 174 20 
99.0首 1.0也 75.3首 24.7首 51.6% 48.5首 95.4覧 4.6% 91.2覧 8.8首 92.8弘 7.2覧 83.0拡 17.0% 89.7腎 10.3目

夫婦世帯 年齢 53-57.度撤 70 102 118 54 95 11 158 14 156 16 153 19 155 17 166 6 
(5鼠 年齢(%) 6.4拡 9.3弘 10.7弘 4.9首 8.6% 7.0首 14.4首 1.3首 14.2% 1.5冒 13.9% 1.1首 14.1弘 1.5官 15.1事 0.5弛
刻み) 58-62歳度数 106 129 166 691 127 108 227 81 224 11 225 10 207 281 231 4 

年齢(%) 9.6也 11.7覧 15.1弛 6.3覧 11.5% 9.8首 20.6弛 0.7也 20.4% 1.0胃 20.4也 0.9拡 18.8% 2.5首 21.0也 0.4% 
63-67旗度敵 124 153 233 44 135 142 268 9 212 5 269 B 250 27 212 5 

年齢(%) 11.3覧 13.9百 21.2% 4.0% 12.3也 12.9覧 24.3% 0.8% 24.7首 0.5首 24.4弛 0.7唱 22.7% 2.5唱 24.7% 0.5首
68-72旗度敵 104 151 212 431 109 146 246 91 251 4 239 16 215 401 251 4 

年齢(%) 9.5覧 13.7% 19.3% 3.9% 9.9也 13.3幅 22.3首 0.8首 22.8覧 0.4首 21.1首 1.5国 19.5也 3.6% 22.8弛 ~ 
73-77. 年度齢敏(%) 80 82 140 22 69 93 156 6 160 2 152 10 143 19 156 6 

7.3恒 7.5首 12.7% 2.0首 6.3首 8.5% 14.2% 0.5弛 14.5叫 0.2百 13.8拓 0.9% 13.0首 1.1首 14.2弛 0.5首
合計

度年数齢{首)
484 617 869 232 535 566 1055 46 1063 38 1038 63 970 131 1076 2~1 
44.0% 56.0首 78.9弛 21.1% 48.6首 51.4部 95.8覧 4.2% 96.6首 3.5首 94.3首 5.7覧 88.1覧 11.9也 97.7li 2.3首

注)X2検定結果- *...p<O師、寧*...p<O.Ol、事事寧日目p<O∞1

表9 身辺介11 (::t:)あなたが寝た りなどでイト割 務必要kするよヨ1:怠ったと曹
~・ .. 来・-

lo'lll'き R曲親抽-甚 号の子EEも偶・者 そのの観他旗 友人のや同僚職場 [地近婦所の人 廿専ーピ門ス窓纏や鴎 韓もいない

非還訴|有量訴 l事量根|有選択 13~還訴 |者選訴 13~豊根|宥豊根 I~~豊根1，留 !有選抜 IS~iIU長|有選択

単身世帯 年齢 53-57&度敏 26 23 4 17 10 26 25 2 27 。18 9 23 4 
(5. 年齢{国) 13.2' 0.5' l1.n 2.0覧 8.6% 5.1覧 13.2首 0.5覧 12.7耳 1.0蝿 13.7覧 。0' 9.1% 4.6耳 11.1' 2.0覧
刻み) 58-62歳度敵 28 24 5 21 s 27 2 29 D 29 。11 12 24 5 

年齢(1) 14.2% 0.5耳 12.2耳 2.5% 10.7% 4.1軍 13.7首 1.0% 14.n 0.0覧 14.n 0.0覧 8.6耳 6.a 12.2覧 2.5覧

63-67&鹿徹 40 。29 11 21 19 39 38 2 39 29 11 34 B 

年齢(耳) 20.3耳 0.0嵩 14.n 5.6耳 10.7嵩 9.6覧 19.8% 0.5% 19.3% 1.0嵩 19.8覧 0.5覧 14.7覧 5.6% 17.3覧 3.1覧

68-72蔵庫敏 48 46 3 27 22 48 48 47 2 26 23 43 6 

年齢(1) 24.4覧 1.5% 23.n 1.5耳 13.7覧 11.2% 24.4覧 0.5耳 24.4% 0.5覧 23.9耳 1.0% 13.2首 11.7耳 21.8% 3.1覧

73寸7&年度齢散{耳}
52 。46 8 26 26 49 3 50 2 51 32 20 47 5 

26.4覧 0.0% 23.4% 3.1耳 13.2% 13.2覧 24.9% 1.5嵩 25.4覧 1.0% 25.9覧 0.5耳 16.2% 10.2% 23.9冒 2.5% 

合計
年鹿齢数{事}

194 3 168 29 112 85 189 s 190 7 193 4 122 75 111 26 
98.5覧 1.5% 85.3% 14.7% 56.9% 43.2% 95.9首 4.1耳 96.5覧 3.6幅 98.0% 2.0% 61.9出 38.1耳 86.8覧 13.2% 

夫鋤世帯 年齢 53-57&鹿徹 54 118 145 271 106 66 166 6 171 169 3 122 50 161 11 

(5i邑 年齢(耳) 4.9耳 10.7耳 13.2% 2.5耳 9.6耳 6.0覧 15.1首 0.5% 15.5嵩 0.1覧 15.3事 0.3% 11.1覧 4.5耳 14.6覧 1.0耳

制み) 58-62歳度散 79 156 204 31 147 881 229 61 230 5 233 2 172 63 228 71 
年齢(1) 7.2% 14.1覧 18.5事 2.8耳 13.3% 8.0% 20.8% 0.5覧 20.9% 0.5耳 21.a 0.2覧 15.6耳 5.7覧 20.7% 0.6耳

63-67蔵庫徴 105 112 261 161 155 122 276 275 21 275 2 209 681 269 B 
年齢(1) 9.5覧 15.6覧 23.7% 1.5事 14.1% 11.1% 25.0官 。1覧 24.9% 0.2耳 24.9耳 。.2%19.0覧 6.2% 24.4国 o.n 

68-72温度数 80 176 232 24 145 111 250 61 255 248 s 181 751 248 s 
年齢(1) 7.3% 16.0耳 21.0覧 2.2国 13.2覧 10.1覧 22.7首 0.5% 23.1覧 0.1耳 22.5腎 0.7嵩 16.4% 6.8% 22.5耳 0.7覧

73-77強年度齢敏(国} 63 100 147 16 79 84 159 4 163 。160 3 126 37 158 5 
5.7覧 9.1首 13.3覧 1.5% 7.2嵩 7.6覧 14.4百 0.4覧 14.8% 0.0% 14.5% 0.3覧 11.4耳 3.4% 14.3嵩 0.5% 

合計 度徴 381 722 989 114 632 471 1080 231 1094 91 1085 18 810 293 1064 39 

年齢(1)旦生5里 E生5%18旦1%[10.3%1 51.3耳 42.7覧197.9%1 2.1%1 99.2%1 0.8%1 98.4%1 1.6%1 73.4覧 26.6耳 96.5耳 3.5% 
注))(.検定結果- .唱<0.05、・・ .p<O.OI、・.. ...p<O.oOl 
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これらの結果から、身辺看護の援助源の特徴をまとめてみると 単身世帯は「子ども・

その配偶者J5割、 「親・兄弟姉妹j 、 「専門家やサービス機関J2割と子ども家族へ依

存する傾向がみられ、夫婦世帯は「配偶者J6割、 「子ども・その配偶者J5割、 「親・

兄弟姉妹J2割と配偶者と子ども家族へ依存する傾向がみられる【表10参照】。 x2検定の

結果から世帯類型・コーホートとの関連性の特徴をまとめてみると、単身世帯の場合、 O.

1%水準の有意差は認められなかったが、 「親・兄弟姉妹Jの援助源に 1%水準の有意差が

認められた。また、夫婦世帯の場合は、中高年齢者コーホートから高齢者コーホートへ移

行するにつれて、 「友人や職場の同僚Jの援助源を選択する割合が低くなっている。

以上の結果から、単身世帯・夫婦世帯への身辺看護と援助源について考察をしてみると、

単身世帯の場合は、配偶者を代替する子ども家族が半数を占めて重要な役割を担っている。

しかし、子どもがいない、子どもが近くに住んでいない、子ども家族との家族関係が良く

ない場合を考えてみると、必ずしも確実に子ども家族が援助源となるとはいえないだろう。

一方、夫婦世帯の場合は、配偶者を身辺看護の援助源とする傾向にあるが、加齢とともに

配偶者の要介護化、死別等が予測できることから、そうした場合、子ども家族や親・兄弟

姉妹へと援助源が移行して行く可能性が高く、将来的には単身高齢者と同様な問題と課題

が生じてくるであろう。

(4)身辺介護のリソースについての結果と考察

「身辺介護j のそれぞ、れの援助源について全体的に概観すると、単身世帯の場合「子ど

も・その配偶者J (43.2%)、 「専門家やサービス機関J (38. 1 %)、 「親・兄弟姉妹J

(14.7%)、 「誰もいないJ (13.2%)、夫婦世帯の場合「配偶者J (65.5%)、 「子ど

も・その配偶者J (42.7%)、 「専門家やサービス機関J (26.6%)、 「親・兄弟姉妹」

(10.3%)等の援助源を有選択する中高年齢者が多い傾向を示している【表9参照}。

次に、 x2検定の結果から単身・夫婦世帯それぞれについてのコーホートとの関連性を検
討すると、単身世帯の援助源には、特に有意差が認められなかった。一方、夫婦世帯では、

「親・兄弟姉妹」の援助源に 1%水準、 「子ども・その配偶者j の援助源に 5%水準に有

意差が認められた。

これらの結果から、身辺介護の援助源の特徴をまとめてみると 単身世帯の場合は、

「子ども・その配偶者」、 「専門家やサービス機関J4割、 「親・兄弟姉妹」と子ども家

族とサービス機関等の外部機能を選択する割合が高く、夫婦世帯の場合は、 「配偶者J7 

割、 「子ども・その配偶者J4割、 「専門家やサービス機関J3割と単身世帯に比べて圧

倒的に配偶者や子ども家族等の内部機能を選択する割合が高い傾向にある【表10参照】。

x2検定の結果から世帯類型・コーホートとの関連性の特徴をまとめてみると、単身世帯の

援助源には、特に有意差が認められなかった。一方、夫婦世帯は「親・兄弟姉妹」、 「子
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ども・その配偶者Jの援助源に 1%又は5%水準の有意差が認められた。

以上の結果から、単身世帯・夫婦世帯への身辺介護と援助源について考察をしてみると、

単身世帯の場合は、子ども家族と社会的な支援といった幅広い選択肢をあげているのに対

して、夫婦世帯の場合は、配偶者や子ども家族に依存的な傾向がみられる。しかし、いず

れにせよ両者には、身体的ADLの低下に伴う要介護高齢者の介護問題や彼らを介護する

家族の問題が窺える。今後は、こうした身辺介護をめぐる要介護高齢者と家族との関係を

十分に踏まえた上で、介護保険を中心とした高齢者福祉政策のあり方をさらに考えて行く

必要性があると考える。

おわりに

表10中高年齢者単身・夫婦世帯のサポートと援助源
項目|単身世帯・援助源|割合| 夫婦世帯・援助源|割合

情緒的 l①子ども・その配偶者 l.....~J.ß制③配偶者 .I.....?.~.:日

サポート|②親f思1弟持掠……...・H・H・.....1...山…3
③友人や職場の同僚 1 1げ7.0側%1③親.兄弟姉妹 1 1叩8.2覧

経済的 I.m子ど.も工:芳をを'φφ再伺煮"……........1....空仰o
弘サポ一トH卜I.@親.兄弟姉妹 ..1.....?引1.9叫覧別l②子ども.その配偶者 .I.....?却8.9叫

③誰もいない 1 20.9覧|③親・兄弟姉妹 1 18.刊

身辺看護|①予防をの刷局煮 Hり到@脳陣 I 56.0里
②親・兄望号静妹・ …・… ..Uり到②子ども ~.:f..q?.~偶者.....凶型
③専門家やサービス機関117.0悦I@親・兄弟姉妹 1 21.1弘

身辺介護 I.m.:予防~.:f..q?.~.目!照 U笠封m.. ~.明 凶堕里

@専門家やサービス機関l空旦!!j，@.子ども・その配偶者 l竺旦型
③親・兄弟姉妹 1 14.7%1③専門家やサービス機関126.6弘

ここでは、今回検討を行なった高齢者世帯の現状と老親扶養にみられる特徴と課題をま

とめることにしたい

まず第 1に、人口学的な動向からは、高齢者夫婦世帯並びに単独世帯の増加によって、

世帯規模が縮小化傾向にあることが明らかになった。とのように、今後は子どもと別居し

ながら夫婦だけで生活する高齢者夫婦世帯や、未婚または配偶者の離死別により単身生活

を送る高齢者単身世帯に注目した研究の必要性があると考えられる。

第 2に、今回分析を行なった全国調査の結果から老親扶養の特徴をまとめてみると、森

岡(1997年)が述べているように、高齢者の情緒的サポートは、近親や親友、配偶者との

死別を契機に子どもなどへの依存に傾くようである。また、高齢者の加齢やADLの低下

などは、経済欲求を独力で充足することを困難にするために、高齢者にとって経済的サポ

ートは不可欠で、ある。さらに、身辺看護と身辺介護についてみると、高齢者の加齢や日常
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生活の行動能力の衰え等は、身体欲求充足のために、子どもなど他者への依存を深めるこ

とが明らかになった。

第3に、高齢者単身・夫婦世帯に関する老親扶養をとりあげてみると、高齢者の情緒的

サポートは、近親や親友、配偶者との死別を契機に子どもなどへの依存に傾くようである。

このことは、単身高齢者や高齢者夫婦に限らず、高齢者全体に関わる特徴である。しかし、

単身高齢者は他の高齢者に比べて、子どもと同居していなかったり、配偶者もいない場合、

身近に心の支えとなる家族がいないことになる。こうした単身高齢者のようなケースに対

応するには、家族の代替機能としての地域的なサポートネットワークの重要性が今後の課

題となるであろう。次に、高齢者の加齢やADLの低下などは、経済欲求を独力で充足す

ることを困難にする。これは、高齢者全体に共通する特徴といえるが、高齢者単身・夫婦

世帯の経済的サポートと援助源を分析してみると、夫婦世帯に比べて単身世帯の方が、配

偶者がいないために子ども家族に依存する傾向が明らかになった。今後は、こうした経済

的自立の困難な単身高齢者の実態を明らかにし、彼らの住宅や経済事情などを念頭に置い

た安心で住みやすい住環境整備や公的な年金、介護保険、社会的なサポートシステム化を

検討して行く必要があろう。さらに、高齢者の加齢や日常生活の行動能力の衰え等は、身

体欲求充足のために、子どもなど他者への依存を深めることが明らかになった。しかし、

高齢者夫婦より単身高齢者の方が、子ども家族に看護や介護を頼みたいと答えていながら、

子どもや家族以外の社会的な支援といった幅広い選択肢をあげていることは、家族による

看護や介護の難しさを特徴づけていると考えられる。今後は、こうした身辺看護や身辺介

護をめぐる要介護高齢者と家族との関係を十分に踏まえた上で、介護保険を中心とした高

齢者福祉政策のあり方をさらに考えて行く必要性があるように思われる。

さらには、高齢者の価値欲求をできるだけ保持させるためにも、身近な地域社会を拠点

とした地域活動や公的な支援の充実化が必要不可欠であるといえよう。

注

(1)厚生統計協会編， 2000，~国民の福祉の動向~47 (1 2) ，厚生統計協会， 5-6.

(2)国立社会保障・人口問題研究所， 1998，r日本の世帯数の将来推計(全国推計)J ，国立

社会保障・人口問題研究所.

(3)横山博子， 1997，r老年期の家族J，柴田博・芳賀博・長田久雄・古谷野亘編著『老年学

入門~ ，川島書!古， 195-199.

(4)森岡清美， 1997，r老親の扶養J，森岡清美・望月嵩共著『新しい家族社会学(四訂

版) ~ ，培風館， 136-138.

(5)三浦文夫編， 2000，~図説高齢者白書 2000~ ，全国社会福祉協議会， 16-32. 
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